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研究成果の概要（和文）：紫外光と金属ナノ構造との相互作用を利用して、紫外光をナノスケールの空間中に局在させ
増強させるための方法論の確立と、その応用に関する研究を行った。プラズモニクスと呼ばれるこの分野は、ナノフォ
トニクスの主要なテーマのひとつとして世界中で研究がなされているが、その研究はこれまで可視域に限定されてきた
。本研究では、金属材料として、新たに、アルミニウム、インジウムの特性に着目し、これらの金属をナノ構造化する
ことで、プラズモニクスを紫外に拡張することに成功した。実現した紫外プラズモンを応用し、深紫外表面増強ラマン
散乱、深紫外先端増強ラマン散乱、深紫外ラマン顕微鏡、紫外プラズモン増強・光触媒などを実現した。

研究成果の概要（英文）：This project aimed at investigating the science of plasmonics in the ultraviolet 
(UV) region. Using aluminum and indium, we have established techniques to control plasmon resonance from 
near UV to deep UV wavelength region. We have applied the achieved UV plasmons to DUV surface-enhanced 
Raman scattering, DUV tip-enhanced Raman scattering, DUV Raman microscopy and spectroscopy, UV 
plasmon-enhanced photocatalysis, and so on. The achievements contribute to diverse area of science and 
technologies from biotechnology to device engineering and nano-material science.

研究分野： ナノフォトニクス

キーワード： 紫外プラズモン　深紫外表面増強ラマン散乱　深紫外先端増強ラマン散乱　深紫外ラマン顕微鏡　紫外
プラズモン増強・光触媒　アルミニウム　インジウム　二酸化チタン
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